
【様式第１号】

全体貸借対照表
（令和 4年 3月31日現在）

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 77,147,181,407 固定負債 38,902,411,065 

有形固定資産 69,665,578,892 地方債等 26,276,343,280 
事業用資産 23,934,268,713 長期未払金 - 

土地 11,349,159,456 退職手当引当金 724,504,000 
立木竹 - 損失補償等引当金 - 
建物 23,544,808,516 その他 11,901,563,785 
建物減価償却累計額 △ 13,037,677,253 流動負債 2,424,524,243 
工作物 1,344,905,572 １年内償還予定地方債等 2,210,658,144 
工作物減価償却累計額 △ 486,013,478 未払金 41,134,272 
船舶 - 未払費用 - 
船舶減価償却累計額 - 前受金 - 
浮標等 - 前受収益 - 
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 156,243,177 
航空機 - 預り金 13,665,075 
航空機減価償却累計額 - その他 2,823,575 
その他 - 41,326,935,308 
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 1,219,085,900 固定資産等形成分 80,871,775,357 

インフラ資産 44,098,412,509 余剰分（不足分） △ 38,592,618,975 
土地 6,245,250,865 
建物 3,332,594,691 
建物減価償却累計額 △ 1,601,588,999 
工作物 74,614,229,009 
工作物減価償却累計額 △ 40,523,288,448 
その他 - 
その他減価償却累計額 - 
建設仮勘定 2,031,215,391 

物品 4,533,694,672 
物品減価償却累計額 △ 2,900,797,002 

無形固定資産 1,737,451,501 
ソフトウェア 114,297,707 
その他 1,623,153,794 

投資その他の資産 5,744,151,014 
投資及び出資金 85,706,000 

有価証券 - 
出資金 85,706,000 
その他 - 

投資損失引当金 - 
長期延滞債権 141,187,008 
長期貸付金 - 
基金 5,533,194,298 

減債基金 - 
その他 5,533,194,298 

その他 - 
徴収不能引当金 △ 15,936,292 

流動資産 6,458,910,283 
現金預金 2,581,365,349 
未収金 141,060,140 
短期貸付金 - 
基金 3,724,593,950 

財政調整基金 3,328,258,255 
減債基金 396,335,695 

棚卸資産 21,931,324 
その他 - 
徴収不能引当金 △ 10,040,480 

繰延資産 - 42,279,156,382 
83,606,091,690 83,606,091,690 資産合計

負債合計

純資産合計
負債及び純資産合計
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【様式第２号】

全体行政コスト計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日

（単位：円）

金額

経常費用 19,164,245,958 

業務費用 8,578,585,676 

人件費 2,306,561,491 

職員給与費 1,727,915,947 

賞与等引当金繰入額 156,243,177 

退職手当引当金繰入額 - 

その他 422,402,367 

物件費等 5,706,667,359 

物件費 2,891,486,460 

維持補修費 174,734,511 

減価償却費 2,637,956,388 

その他 2,490,000 

その他の業務費用 565,356,826 

支払利息 224,494,339 

徴収不能引当金繰入額 19,563,240 

その他 321,299,247 

移転費用 10,585,660,282 

補助金等 4,104,422,901 

社会保障給付 6,463,029,517 

他会計への繰出金 - 

その他 18,207,864 

経常収益 2,554,401,617 

使用料及び手数料 771,676,969 

その他 1,782,724,648 

純経常行政コスト 16,609,844,341 

臨時損失 123,435,379 

災害復旧事業費 - 

資産除売却損 119,873,313 

投資損失引当金繰入額 - 

損失補償等引当金繰入額 - 

その他 3,562,066 

臨時利益 8,908,316 

資産売却益 8,908,316 

その他 - 

純行政コスト 16,724,371,404 

科目
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【様式第３号】

全体純資産変動計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日

（単位：円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 40,159,626,190 79,363,881,579 △ 39,204,255,389 

純行政コスト（△） △ 16,724,371,404 △ 16,724,371,404 

財源 18,835,924,087 18,835,924,087 

税収等 11,840,066,112 11,840,066,112 

国県等補助金 6,995,857,975 6,995,857,975 

本年度差額 2,111,552,683 2,111,552,683 

固定資産等の変動（内部変動） 1,507,337,322 △ 1,507,337,322 

有形固定資産等の増加 2,944,695,466 △ 2,944,695,466 

有形固定資産等の減少 △ 2,758,378,368 2,758,378,368 

貸付金・基金等の増加 1,624,305,424 △ 1,624,305,424 

貸付金・基金等の減少 △ 303,285,200 303,285,200 

資産評価差額 - - 

無償所管換等 556,456 556,456 

その他 7,421,053 0 7,421,053 

本年度純資産変動額 2,119,530,192 1,507,893,778 611,636,414 

本年度末純資産残高 42,279,156,382 80,871,775,357 △ 38,592,618,975 

科目 合計
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【様式第４号】

全体資金収支計算書
自　令和 3年 4月 1日
至　令和 4年 3月31日

（単位：円）

金額

【業務活動収支】
業務支出 16,546,100,614 

業務費用支出 5,972,896,879 
人件費支出 2,306,873,854 
物件費等支出 3,095,779,094 
支払利息支出 224,494,339 
その他の支出 345,749,592 

移転費用支出 10,573,203,735 
補助金等支出 4,091,731,901 
社会保障給付支出 6,463,263,970 
他会計への繰出支出 - 
その他の支出 18,207,864 

業務収入 20,637,269,358 
税収等収入 11,529,439,742 
国県等補助金収入 6,557,129,608 
使用料及び手数料収入 773,157,597 
その他の収入 1,777,542,411 

臨時支出 - 
災害復旧事業費支出 - 
その他の支出 - 

臨時収入 3,659,000 
業務活動収支 4,094,827,744 
【投資活動収支】

投資活動支出 4,505,605,032 
公共施設等整備費支出 2,910,541,850 
基金積立金支出 1,573,554,585 
投資及び出資金支出 - 
貸付金支出 - 
その他の支出 21,508,597 

投資活動収入 982,516,563 
国県等補助金収入 437,248,150 
基金取崩収入 215,941,451 
貸付金元金回収収入 - 
資産売却収入 23,671,962 
その他の収入 305,655,000 

投資活動収支 △ 3,523,088,469 
【財務活動収支】

財務活動支出 2,365,992,129 
地方債等償還支出 2,365,992,129 
その他の支出 - 

財務活動収入 1,934,859,000 
地方債等発行収入 1,934,859,000 
その他の収入 - 

財務活動収支 △ 431,133,129 
本年度資金収支額 140,606,146 
前年度末資金残高 2,427,094,128 
本年度末資金残高 2,567,700,274 

前年度末歳計外現金残高 14,041,275 
本年度歳計外現金増減額 △ 376,200 
本年度末歳計外現金残高 13,665,075 
本年度末現金預金残高 2,581,365,349 

科目
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1　重要な会計方針

(1)　有形固定資産等の評価基準及び評価方法

①　有形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　ア　昭和59年度以前に取得したもの･････････････････････再調達原価
　　ただし、道路、河川及び水路の敷地においては備忘価額1円としています。
　イ　昭和60年度以後に取得したもの
　　取得原価が判明しているもの････････････････取得原価
　　取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価
　　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。

②　無形固定資産･･････････････････････････････原則として取得原価
　　ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。

　公営企業会計については、公営企業会計基準に従い、有形固定資産等の評価を行っています。

(2)　有価証券等の評価基準及び評価方法

①　満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法）
　
②　満期保有目的以外の有価証券
　ア　市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （売却原価は移動平均法により算定。）
　イ　市場価格のないもの･･････････････････････取得原価（又は償却原価法（定額法））
　
③　出資金
　ア　市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （売却原価は移動平均法により算定）
　イ　市場価格のないもの･･････････････････････出資金額

　公営企業会計については、公営企業会計基準に従い、有価証券等の評価を行っています。

(3)　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　個別法による低価法
　公営企業会計については、公営企業会計基準に従い、棚卸資産の評価を行っています。

(4)　有形固定資産等の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
　　　　建物　 14年～50年
　　　　工作物 10年～50年
　　　　物品　  2年～15年
②　無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　　（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）
③　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が1年以内のリース取引及びリース契約
　1件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。）
　　･･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
　
　公営企業会計については、公営企業会計基準に従い、有形固定資産等の減価償却を行っています。

(5)　引当金の計上基準及び算定方法

①　徴収不能引当金
　　未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　　長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　　長期貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
　　公営企業会計については、公営企業会計基準により計上しています。
②　退職手当引当金
　　退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総
　額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち中央市へ按分される額を加算した額を控除した額を計
　上しています。
③　損失補償等引当金
　　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する
　将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
④　賞与等引当金
　　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞ
　れ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

注記
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(6)　リース取引の処理方法

①　ファイナンス・リース取引
　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
②　オペレーティング・リース取引
　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

　公営企業会計については、公営企業会計基準に従い、会計処理を行っています。

(7)　資金収支計算書における資金の範囲

　　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（一般会計等においては、中央市資金管理方針において、歳
　計現金等の保管方法として規定した預金等としています。）
　　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

(8)　採用した消費税等の会計処理

2　追加情報（財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項）

(1)　全体財務書類の対象会計について

　連結の方法は次のとおりです。
　地方公営事業会計、地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。

(2)　出納整理期間について

　　地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている会計においては、出納整理期間における現金
　の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
　　なお、出納整理期間を設けていない会計と出納整理期間を設けている会計との間で、出納整理期間に現金の受
　払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

(3)　過年度修正等に関する事項

　
　　平成29年度以降の貸借対照表において、上水道事業に係る固定資産形成分及び余剰分（不足分）の値に誤りが
　あったため、令和2年度決算にて修正しています。

　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
　　ただし、公営企業会計については、税抜方式によっています。

会計名 区分 連結の方法 比例連結割合

国民健康保険特別会計 地方公営事業会計 全部連結 －

後期高齢者医療特別会計 地方公営事業会計 全部連結 －

介護保険特別会計 地方公営事業会計 全部連結 －

地域包括支援センター特別会計 地方公営事業会計 全部連結 －

上水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －

簡易水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －

公共下水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －

農業集落排水事業会計 地方公営企業会計 全部連結 －
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